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は じ め に
不安定就業層は,「戦後その一つの申心的形
態を,『日雇労働者』という形をとって現われて
きたのであった」1)が,その3～4割 という大
きな部分を 「女子の 『日雇労働者』という形を
とって,形 成されて きた」2)のである。 この女
子日雇労働者は,日雇労働者のなかで も 「この
階層の下部を形成 し,しか も長期に固定,維 持
され,大 きな部分が女子日雇労働者世帯 として
再生産されてきた」3)のである。
この女子 日雇労働者については,江 口英一教
授 らが1955年に東京 ・飯田橋職安の失業対策事
業登録日雇労働者を対象に事例研究を行なって
いる。そして同一象対者への追跡調査が1963年
に日本女子大社会福祉学科で実施されている。
江口教授による調査報告は社会階層論的枠組み
を用いながら,日雇労働者へのフ゜ロセスと日雇
労働者 となってからの生活実態が事例研究(17
ケース)の手法で分析 され ている。
そこでは女子日雇労働者は2つのタイプに分
けられている。すなわち,結婚前に職業に就い
ていない第1グ ルー フ゜ (8ケー ス)と,結婚前に
就業していた第2グ ループ(9ケース)である。
第2グ ルー フ゜の結婚前の職業は,①電話交換手,
②子守→料理屋女中,③女中,④子守→賃機→子
守→女中→内職,⑤ 子守→女中,⑥飲食店女中
→魚行商,⑦軍需工場女工,⑧子守→織物女工,
⑨ 日通事務員→店員などとなっており,おしな
べて社会階層的には下層のものばか りとなって
いる。さらに,結婚後,夫 の死亡その他,主 た
る稼 ぎ手を失って失対に入るまでに就業した仕
事 も,不安定就業を絵に描いたような,雑 役と
か,掃除婦,ボロツギ内職,行商といったもので
あ り,一段 と階層的にも下降をとげている。
このような失対日雇労働者への道筋は全国ど
こをとってもあまり大差のない ものかもしれな
い。 ここで女子日雇労働者の生活史の一資料と
してとりあげるKさんめ場合 も,東京の飯田橋
と福岡の筑豊という地域差はあって も,飯田橋
調査に示された女子日雇労働者の生活歴と驚 く
ほど酷似 している。1940年代後半から50年代後
半にかけての勤労国民の破綻の共通性がそうし
た生活史の酷似の後景にあるのであろう。
Kさんの生活史の聞き取 りは,戦後における
日雇労働者や失業者の組合(自 由労働組合)の
形成過程を明らかにするための作業の一環 とし
て行われたものである。戦後の自由労働組合の
形成は,戦後期の大量失業の存在 とレッド・パ
ージによる大量の労働運動活動家の失対事業へ
の流入の結果であるといわれている4)。こうし
て世界にも例のない失業者,日 雇労働者の組合
が1950年代後半以降急速に形成されてい く。当
時の組合活動家たちとそれをささえた女子日雇
労働者たちの生活史をたどることによって,自
由労働組合の形成過程を明らかにしようと企図
したのがこの調査であるが,ま だ全体の調査は
完了していない。しかし,聞 き取ったデータは
それ自体として,女子日雇労働者の生活史の生
の記録として意味があるものと思う。したがっ
て,調査の一部をとりあえず資料という形で公
表することにする。
1.生 活史調査の方法について
前述のようにこの資料は最初から生活史調査
として行なわれた ものではない。自由労働組合
の形成過程におけるフォAワーの一つの事例 と
なればという位置づけであったので,生活史の
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調査 としては精密 さに欠ける点があることは言
うまで もない。当時の女子日雇労働者たちがど
のようなプロセスを経て,失対の日雇労働者に
なり,そのなかで組合に組織され,ま た平凡な
母親たちが組合を支えることになるのか,Kさ
んの生活史はそのあたりの事情を生 き生 きと伝
えているように思える5)。
われわれは事実としても正確なデータをイン
フォーマン トからの聞き取 りによって得ようと
したが,同 時に歴史的な出来事にどのような思
いで加わり,それがその人に何をもたらしてい
るか,を 知ろうとした。ある種の主体形成論と
い うことができるか もしれない。しかし,こ っ
したや りかたは,当然ある種の歪みを伴 うであ
ろう。個々のインフォーマン トの主観を通して
語られた個別的な生活史のなかに集団 としての
日雇労働者の生活と主体形成をみるのでなけれ
ば……。Kさ んの生活史は当然,今 のKさ んの
目で再構成 された主観的な,ま た総括的な自分
の生活史である。
このような生のデータをとりあえずは,資料
として出すのは,これまでの生活分析の方法と
してわれわれが行なって きた客体的な生活歴の
分析と主体的生活史分析を統合する方法が,い
1まだ私自身のなかで整理できていないという事
情 もある。前掲の江口教授による生活分析は社
会階層論的な枠組みを使い,事例研究の方法に
よって客観的な 生活状況を見事に分析してい
る。そうした社会階層的な分析方法は,日雇労
働者の労働 ・生活実態を社会構造のなかに位置
付けながら解明するには極めて有効な方法であ
ろう。
そこでは個々の事例は分析の リアリズムを保
証する仕組みになっている。また個々の事例は
集合 して層としての女子 日雇労働者像を形づ く
ることになっている。私 自身 も江 口教授の方法
をミヨウミマネで活用し,これまで何回とな く
労働者の労働 ・生活の調査分析を行ってきた。
分析が巧 く出来たかどうかはべつにして。他方,
調査を機会に,数 多くの労働者に接し,その労
働 と生活の迫力に圧倒され続けてきたが,そ の
魅力あふれる人間像を調査分析 には十分に生か
せ切れなかったという欲求不満に何時 もつきま
とわれていた。 これは私の未熟 さの問題 もある
が,個 別的な対象を層として把握した り,また
社会構造のなかに位置づけた り,という方法を
とるか ぎり,個別的な事例のもつ個性的な部分
や主体的な部分は当然そぎおとされることにな
るという分析方法の問題で もある。
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個々の事例のもつ生のままの面白さが生かせ
ないものか。しかも社会構造的な枠組みは維持
しながら。とい う欲張 った思いに駆られて きた。
たまたま1980年に江口教授編の 『団結よひろが
れ一にこよん詩集の人々』(ばるん社,':1年)と
いう日雇労働者の30数年にわたる詩集の編集作
業 を手伝 う機会を与 えられ,「失業 と貧乏の苦闘
のなかでの」日雇労働者の喜びや悲しみや願い
や努力の表現に驚 き感動した。そして,前述の
思いを一層強 くしたのである。 こうした生 きた
世界を文学ではなく,社会科学の世界において
生 きた形のままで取 り出し,定着 させる方法は
ないものか,と いうことであったが,あ まりい
いアイディアも思いつかないままに経過 した。
たしかに『貧困の文化』のオスカー ・ルイスの
ような手法(ethnographicrealism)6)もないで
はないが,こ れは手法としても難易度が高いだ
けでな く,これまでの社会科学的手法との距離
があ りす ぎるとい う感じがした。そうこうして
いるうちに中野卓教授の生活史的方法にタつか
ることになった。生活史的接近については,私自
身 も経験がないわけではなかった。個々の日雇
労働者の生活歴を克明に聞き取 ることは何度 も
おこなってきた。しかし,それは量化した り,類
型化した りす る素材ではあって も,それ以上で
はなかった。中野教授の『口述の生活史』7)は,
同じ生活史でも私などが行なっていた生活史 と
は異質であ り,私にはきわめて新鮮に映 った。
とはいっても,主体の側の内面史が私の関心
事ではない。客体的な社会構造の世界 と主体と
のかかわ りが関心事である。 このようなわたし
の問題意識からすると,中野教授の口述の生活
史の方法はす こし主体の主観の世界に傾斜しす
ぎている。しかし,口述の方法は リアルな主観
の世界の記述にはきわめて効果的である。 この
Kさんの 資料を 口述の スタイルにしてある の
は,中野教授のように完成された主体の世界ま
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たは主観の世界 として呈示 しようとしているわ
けではない。まだKさ んを取 り巻 く客体的世界
の解明を終 えていないだけのことである。した
がって,生 の素材 として提出しているというこ
とである。
以下のKさんの生活史は,1983年8月に調査
されたものである。Kさ んは建設一般全 日自労
の福岡県田川支部に所属する,失対事業の初期
から就労している数少ない 組合員の一人で あ
る。私たちの詳細な調査に応 じて下さったT・
Kさんには心から感謝する。調査員は当時佛教
大学大学院の院生であった大坪諒英氏(現 八 日
市市社会福祉協議会勤務)で ある。この資料は
氏の巧みなインタヴューの成果である。また本
研究には昭和58年度佛教大学学会の研究助成 を
いただいている。記 して感謝の意を表明する。
2.Kさ んの生活史(資 料)
1)大連市で出生,岡 山に帰郷。小学校
卒業後再び大連へ。
昭和8年 か9年 やったね。まだわたしが4歳
か5歳 の頃。岡山に帰 ったのがね。それから(岡
山の)小学校を卒業してまた,……。父親がおっ
たもんでね(大連に)。父は映画館の看板描きし
ょった。当時,大 連には映画館が沢山あったで
すよ。小学校を出て,また大連に帰ったのは,昭
和16年です。戦争の始 まる年,大 東亜戦争の始
まる年です。大連に行 って,今度は高等科に,聖
徳国民学校の。聖徳太子堂 ってあるんですね,
大連に。そのすぐ近 くに大連でも一つしかない
高等科がある。その当時は,六年生を卒業する
とみんな女学校に行 くわけね。しかし,わたし
は高等科2年 を卒業して就職になるわけね。
2)初 めての仕事
満鉄に電信の教習所があるのね,電 信人にな
るための。1年 間講習を受 けるわけ。満鉄の企
業内講習だから給料 もらいながら1年間勉強す
るわけ。〔昭和19年3月修了〕満鉄の講習を1年
終 えて,今度は,埠頭 ピルの3階 にあった大連
電信所に配属 されるわけよ。 この電信所は満鉄
の通信を専門にやっていたが,男 がいな くなる
ちゅうことで私たち女の電信の第1期 生がここ
に配属 されたわけ。
男が兵隊にとられるもんで,満鉄でも女を養
成しなくてはということになったようね。それ
までは通信,電 信 というのは男の人ばかりだっ
た もんね。そういうことで私たちが第1期 生な
の。
うん まだや っぱし こうやってます よ,起 きる
ときにタイプでね 。 こう音響が鳴 ってね,で,
こうタイプで打 ってよるけどね。電話局で音響
な ってい るのをよ う聞 きます もんね,と,お も
わず タイプで打 ってしま う。
仕事は音 を聞いて,そ れ をタイプで打 つ。機
械 が回る とね,こ んな細 いやつでね,字 がで て
くるん よね。それをみん な張 り付 けて,電 報送
って きた時。 もう線 がズ ラッと並んで るで し ょ
うが,奉 天 とか新京 とか。 それ に繰 り込む,繰
り込む ってい うんです よね,そ こに。今 日は誰
は何 々線て札がかか るで し ょう,で,ち ゃん と
座 って1日 そ こを守 ってお けばいい。 この仕事
を終戦 まで続 けました。
3)終 戦後の大連での生活。ソ連の
工場で働 く。
私た ちがわか ったん12時で し ょう,天 皇陛下
の放 送の,15日のね。みん な集 まれ って,お昼,
ラジオ持 って きて,何 言 ってるかわか らんのよ
ね,ガ ヤガヤ言 うけん な。天皇陛下のお言葉が
あ るとか言 うんで,ハ ハ ァーなんて こうして,
電信所 の中にあったラジオ持 って きて。 ほで言
うば ってんが,何 言 ってんかわか らん,終 戦 ち
ゅ うこともわか らんのよ。ほんだ ら,「 日本は
戦争 に負 けたんだ」 って言 って。
ソ連 も一時せん と入 って こなか った もん,大
連 の方 にはね。奥 か らず っと来 て関東州 で しょ
う,旅 順や ら大連 はね。奥の新京 ってあんな方
か らず っと。終戦後2～3日 で入 って きたね。
17日くらいには もう入 ってきちゃった。それか
ら出 らんず く。
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8月15日の終戦 にな ると,今 度 はあんた,ソ
連 軍が入 って くるんだ とい うことで,も う女の
人 た ちは全部外 へ出 られない 。家を釘付 けにし
て。何 され るか わか らん ちゅうことでね 。奥 の
ほ うはひどかったらしい けどね,大 連 じゃあそ
ん な ことぜ んぜ んなかっ たです よ0そ の時,父
親が,「外 へ行 ってみいよ,お まえ,ロ スケがお
るけ どおまえに悪 い ことせん ばい」 とか言 って
ね。それか ら私 なんか外 に出る ことにしてね,
買 い物 なんか行 った りなんか していた。
私 はソ連 なんかに対す る今 の気持 ちなんて,
全然憎 しみなんてないの。その,脅 された り,
あれ され たわけ じゃないしね。奥 の方 はやっぱ
し色んな ことがあ った らしいけ どね。私 た ち,
もう大連 の方に まで来 た時 はそんな ことなかっ
たしね。
か えって,中国人の方が怖か ったん じゃない。
日本 人が中国人を今まで支配 して きて植民地 に
して きたんで,警 察なんか相 当たたかれ ちょる
とね。警察官舎なんか,す ぐもう雨戸 か ら全 部
閉めてね。警察 してた人 た ちはみん な逃 げたけ,
奥 さんや ら子供置 いて。そ うせん と自分が危 な
いで し ょう。憲兵なんて,も うす ぐいな くな っ
た もん。い ばっ とったんがね,ぜ んぜん。
そ う,向 こうの方が早か った もん,軍 隊の方
がね。だか らちょうどね,私 が埠頭 ビルの3階
にお ったのね,そ れか ら覧4階に軍の電信 所があ
ったん よ。何か あったんだ と思 うよ,そ した ら
20日の 日は上か ら ドッタバ ッタと書類 を下に,
埠頭 ビル の中側 に落 とすわ けよ。 それ を ド冴 ド
ン燃 やす わけ。何 をや ってんのかな と思 った。
そ う,機 密 を全部燃や しちゃった。 も朝か ら,
20日の。
敗戦後,ソ 連軍が入 って くるで し ょう。 そし
て色 んな もん接収 したわけよね。 そした ら,日
本軍 の糸が沢 山出て くるわけ,倉 庫か らね。 そ
した ら,そ の糸 を利用 してソ連軍が経営す る工
場作 ったわけ。 エ ッチ団 ちゅ うて,日 本人 をみ
んな これに使 え ちゅうことで。私 なんか も終戦
にな った とたん に満鉄 なん てク ビとも何 とも言
わんでね,ほ っぼ り出 され たまん ま。身分の保
障 もクソもないの よ。 もう女 の人 は出 て こんで
もよか って,そ の電信所で いわっしゃ るもん。
そ うそ,給 料 ももらわんず く。社内貯金 なんか
させ られ たけ ど,そ んなん もパー。なん も保償
金 も もらってない。 ただ引 き揚げた とい う証 明
にはなっ とるけどね。,、 、
私 はその ソ連 の経営す る網会社 に働 くように
な ってね,魚 を とる網 を編 むんです よ。 自分が
仕事 を しただけお金 を もら う出来高払いな もん
で,み んな一緒 じゃないわけ,賃 金が。私なん
か ちっちゃい子供 がいないで し ょう,だ か ら隣
組で引 き揚 げ るって ことはで きなか った。引 き
揚 げは家庭 に事情 があ るとか,子 供が沢 山おる
とかね,そ うい う人た ちが先 に帰 ってい くわ け。
ソ連 の そうい う工場 で働 いていた者で帰国 を希
望す る人 は,優 先 的に返 してあげ る,希 望者 が
おれ ばとい うことで。で,私 は希望 して帰 って
きた。 ち ょうどあの時ね,引 き揚 げはみんな団
が決 まってた。隣…組で帰 る人 とね,職 場 で帰 る
のと分 かれ ていた。職場で帰 るのはエ ッチ団 ち
ゅ うて呼 ばれ ていた。
私 なんか こう仕事 しよるで しょう。魚の網 を
編 むんだか らね,地べにに座 らにゃいか ん。 で,
向 こうに引 っ掛 ける もん作 っとってね,メ ータ
ー もって編 むんだから,ど ん どん 目が増 えるで
し,よう。 どん どん 自分 も後 ろに下が りもって編
まないかん。 そん な所 で も軍人の人が,パ ァー
と見 に きよった,偉 い人が。 そ こで仕事 をして
た時,い じめ られ るなんて全然 なか った。 かえ
って 自分 が働 くし,賃 金 くれ る もんで,い いね
え と思 ってね。
父 の仕事 は,終 戦後 もやっ ぱ り映画 はあ った
ので勤め にい っていた。昭和22年の1月 に引 き
揚げ るまでず っと行 っていた。敗戦後 も生活の
点で はあま り,私 には関係なか ったね。か えっ
て,引 き揚げて来 る時にね,中 国人 が,日 本な
んか に帰 ったて,も うめ ちゃくちゃやか らね,
食べ物 もない け,帰 りん さんな ちゅうとんね。
その人 は父の勤 めとった映画館で働 いていた 中
国人です よ。 よ うしちゃっちょるもんで,私 な
んかぜんぜ んかわいが って くれ とるφ
4)引 き揚げて再び日本へ。郷里の岡山
から京都へ。風呂屋の女中になる。
昭和22年の1月 に 岡山に 引き…揚げて きま し
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た。岡山には私の父の姉夫婦がおったんです。
そこにちょっと半月 くらい世話になっていたか
な。それから京都に出て,そ こでね,私 は風呂
屋の女中さんに行 ったわけ。 とにか く食料がな
かっπでしょう。ご飯なんで食べるような状態
じゃなかったもんね。配給だったでしょ,ち ょ
こっとしかないから。父は田舎に一人だけ頼ん
でおらしたわけ。父の仕事はなかったねえ。 ま
して絵描 くような仕事はね,田舎じゃそんなに
ね。父は若い頃郷里の島(岡 山県の白石島)を
出ていってね,朝 鮮とか,い ろんな とこへ行っ
たんじゃない。
京都へは兄弟姉妹3人 で行 きました。兄弟姉
妹はぜんぶで4入 おったんだけど兄貴が満鉄の
セイナンの方におってね,私 たちより早 く引 き
揚げて帰ってきていたんです,一人でね。ほん
で京都におったもんでね,叔父の所に。母の弟。
そこへあと私たち兄弟姉妹3人 がまた行った。
京都での叔父は印刷会社の仕事 をやっていた,
町工場ていどでしたが。とにか く京都へ行けば
仕事の口があるだろうということでね。姉は祇
園の待合の女中さんになったしね。私は加茂川
渡ったら1軒 しかないお風呂屋の女中に行っ
て,弟 は兄貴のいた叔父 さんの印刷工場にいっ
たんですよ。
5)京 都か ら筑豊の田川へ。炭坑 の寮 の
炊事方 とな る。
けど,叔父 さん とやっぱ り意見が あわんでね,
ほいで家飛 出しちゃった,2人 とも。それで駅
に寝て たの。 ほいで私 の所 まで来 たけえね。 そ
れで こっちに,田 川 に従兄弟がお ったん よね。
田川 と手紙 のや りとりして,ま あ炭坑 に出て こ
いって い うこ とで。 ほならもう田川 に行 くって
い うもんで,男2人 でや って もしょうがない も
んね。姉 さんは もう祇園 のおかみ さんが とって
も良 いか らやめ られん てい うしね,私 もほん と
いった らや めた くなか ったけどね。2人 だけで
奉公へ 出す のかわいそ うや ったか ら,つ いて き
たわけ。
当時,田 川 は炭坑景気で,人 をい くらで も入
れたわけ。 田川へ 来 たのは 昭 和22年の 秋 くち
いや ったね 。 もう行 ってす ぐや った もんね。兄
貴 がや年が いち ょったか ら入れたわけ。弟はま
だ若かったもんでね,入 れんわけ。それで弟は
炭坑の下請けの渡組に臨時で雇われることにな
ったんよね。それは坑外の仕事でね,土方仕事
やなかったかしら。それから石炭の積み込みと
か,そ ういう仕事に行っていた。
私は炭坑の会社の寮のごはん炊 きにいった。"
寮の炊事方ですよ。近所の人に紹介して もらっ
て,す ぐ見つか りましたよ。
6)結 婚そして離婚
結婚 したのは19歳。昭和23年の5月 よ。夫 は私
が炊事方 をしていた寮 にいた炭坑夫や った。 そ
して あ くる年 の昭和24年2月 には子供が生 まれ
てん のね。新婚生活 やゆ うて ももうそん な甘 っ
ち ょろい もんではなかった もんね。寮 の炊事方
の仕事 は23年の12月までやった。結婚 した時の
住 まいは,う ち の親 の所 にね,裏 を出 して,そ
こにおったわ け。 その当時 も家はなかったし。
その時 もう家 を借 りていた もんでね,父 を呼
ん で来て いたわけ。その借 家の裏 にち ょっ と増
築 したみ たい にして私 ら夫婦 がおったわけ。
それがね,み ん な恥 ばっか りでね。いやその,
沖繩 の人や ったの よ,主人がね。ほいで,あ の,
まだその当時 アメ リカの 占領地 でし ょ。 ほけi
あん た,帰 るって言 いだ したのよ6私 はいやだ
っちて……それで もめてね。一応 あん た先 に帰
って,よ うなった ら帰 るわちゅ う調子 になった
ん よ。 ほや けアメ リカ軍 か らの許可書 が出 らん
ことには帰れんか ったわ け。`で,それ もお りた
わけ,親 子3人 のが。英 語で書 いた書 類が送 っ
て きた もんね。 だが,私 と子供 は帰 らへん かっ
たわけ。
沖縄 に行 きた くない ちゅうのは,だ って,引
き揚 げで命 か らが らで帰 って きて,ま た今度 は
もうねえ。 わけのわか らん とこに行 くん は心配
じゃない。それで帰ん なか った。 しか し主人 が
帰 る時はまだ離婚 まではい っていなかった。 だ
か ら主人 が沖繩 に帰 る時は,私 も子供 おん ぶし
てね,伊 田の駅 まで送 って ったんだO
7)離 婚前後から失対事業で働くまでのこと
(昭和24年1月頃～昭和25年4月頃)
醯朱対に入る前には ト炭積みにも行
っていたわ
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け。 それは石炭 をね,ト ロみ たいなのに入 れて
ね,あ る場所 まで押 していってひっ くり返 して,
その石炭 を山積 み しち ょるわ けよね,坑 内か ら
揚げ たやつ を。 炭坑 の 下請 けが や っていた の
ね。そして,そ の仕 事が切 れた りす る じゃない。
炭坑 の納屋 っぢゅ うのは私み たいな人た ちが沢
山お るで しょう。色ん な話が入 って くるで しょ
う。厂あんた も職 安に行 って申 し込ん だ ら」って
言 うもんで行 ったわけ。 そして失対へ来 ること
になったのね。
失対へ入 る前 は,ぜ んぜん私 には収入がない
じゃない。だか らど こかでや っぱ り親 子が食 べ
るだ けの収入 を得ん ことにゃいかんけ,思 うて
仕事 さが したわ け。 もうダンナはその前 か らず
っ と渡航手続 きしよったか らね。す ぐ許可書 が
下 りるん じゃないか らね。前 か らやってんのは
知 ってたか ら。 こちらは もうどうして も帰 りた
くないんやか ら。
職安 へ行 った ら,こ うい う仕事(失対 の こと)
はあ るけど,即 時入 れない よ,と 。一応申 し込
みはやっ ときな さいちゅ うことで,申 し込 ん ど
ったわけ。 そ りゃ もう2月 ころね,職 安へ行 っ
て。 田川 では昭和24年の12月か ら失対事業 が始
まっていたが,そ れには入 れんで,こ んだ25年
の4月 の予算か らね,な ん ぼか また人間増や し
ち ょるん よね。 そいでそん時 に職安か ら葉書 が
来 た もんで,来 な さいって こ とで,ほ いで職安
へ行 ったわ け。
ほいで,主 入が沖繩 に帰 った昭和25年の5月
には私 は もうこの一般失対 に働 きにきよったか
ら,昭 和25年の4月 に失対 に入 ったん じゃない
か し ら。 じゃか ら主人が沖縄 に帰 るん とちょう
ど入れ違 えに失対 に働 くことにな ったん よ。 そ
の後,主人 か らはあの手紙 はあったん だけどね,
帰 って こい ってね。 その当時は まだね ……。 も
う,い やや ちゅ うてね。ほいで,そ れか らず っ
と,子 供1人 かか えてね,一 般 失対 で働 きなが
ら生 活 して きた とい うわけ。
ま,親 や兄 弟の力 もね,あ る程度 こう力 にな
って くれたけ どね。父 には助 け られ ま した。 ま
だ兄貴 も結婚 していない しね,弟 も独 り者や っ
たで しょ,ほ や け,ど うして も私が働 いていた
ら家 の ことで きん じゃない。 ほや け,父 が炊事
係 ……,子 供 をね,孫 をこうね,見 なが らや っ
て くれ たわ けよね,ず っとね 。
8)昭 和25年頃の暮 しぶり
当時の暮 らしむ きはひ どかったよ。衣 類 なん
か買 うような余裕 ないんだ,も う,食 べ ること
が精一杯で。で,ま だその時ず っ と配給,配 給
や。魚 を買 って くるんやな くて,魚 も全部配給
や ったで しょ。 ほいで,隣 組 の人 たちがみん な
出て きてね,そ の魚 を,大 きいのは切 った り,
ここは何人だか らって,みんな切 って並 べてね,
それ をみん な配給 してい きよったわけ。 そして
隣組 に,こ んだけ って持 って くるで し ょ,そ れ
を今度 は持 って帰 ってみんな寄 って,切 って,
ここは何 軒,こ こは2人,人 数 に合わ して こ う
切 って と。
魚の具合 も今考 えた ら,言 えん ぐらい な状態
やった。エイの大 きな魚 あるで し ょう,そ れ を
切 っ ちゃ うの。私 も1回 ね,魚 市へ行 ったの。
エイって魚古 くなった ら,アンモニア臭 いのね 。
あれか らエイって魚食べ る気 しないわ。新 し く
て もね,や っぱ りそん なの食べていたか らね。
ひ どい もん よ,今 考 えたら。今の人 はわか らん
だろ うけんがね。今 の人 なら肥 や しにす るよう
な魚 やね 。
9)再 婚 の 頃
主人が沖繩に帰った後は,私 と弟と兄貴とお
父 さん と子供 と5人が一緒に暮 らしとった。兄
とはその後2～3年 ぐらい一緒かな。それで,
昭和27年ぐらいに兄貴が 結婚して,別 な家借
りて,後 はもう弟と私 と父と子供 とね。
その後,私 が再婚したもんで。子供が小学校
の2年かねえ。7歳か8歳 かねえ。その頃に再婚
して,私 が家を出たわけ。その時の相手が今の
主人。夫は当時,失対事業に就労 していたレッ
ド・パージ組。元は炭坑夫。カジ屋 さん もやっ
たって言 とったから,その前はカジ屋でない。
失対に入ったのは昭和26年頃でなかったかね。
私たちより入 って くるのが遅かったもんね。
再婚 した 時の 歳は27歳か28歳でなかったか
な。子供が小学校2年 生の時やから。昭和27,
28年頃 くらいで なかったかな。兄貴の 結婚の
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後だから。
当時,失対で働 くには,主 たる家計の担い手
であることという条件があったため,結婚した
らどちらかがやめんといかんわけ。職安へ行 っ
たらね,も う,一緒になったってのがすぐパー
っと出るんよね。再婚 したってことがすぐパー
っと広がるでしょう。職安の課長が,そ の時の
課長は津田課長って言 うんだけど,どっちかが
やめ,な んて言 うのよ。いやや,や めんよ,…籍
入 らんきちゅうて。だから今でも籍入ってない
もん。
失対賃金 も男女で格差があったが,2人 働い
て稼ぐと,他の失対の仲間より多少ましという
程度ね。そんな もんよ,失対賃金での生活水準
は。だから私なんか子供が病気 した時 とか福祉
課にいくでしょう。そしたら医療費はみてくれ
るのね。私が働いたちゅうて も子供の生活がス
レスレやなくて下になるわけ。だけど私 らに生
活保護やってた らキリがないでしょ。だから,
その,子供が病気 といってきたら福祉の方が医
療保護を出すわけ。医療だけをみて くれるわけ
よね。
2人がた失対にかか るからちゅうて,1人 ク
ビにするで しょう。で1人 だけ働 くでしょ。嫁
さん と子供の足 らん分を生活 保護 もらいなが
ら,一般失対で働 くってのが,今 までのね,一
般失対の状況やったん よ。失対で2人働いたほ
うが率はいい,か な りじゃないけどね。生活保
護 ちゅうのは もうほら額が きまってる じゃな
い。失対で働 くほうがやっぱりなんぼか余裕が
出て くるからね,生 活保護から比べるとね。
、10)初めの頃の失対での就労(アブレの話)
1カ月の就 労 日数 はまだ22方(日)じゃなかっ
た。 まだ17～18日か な。私 が入 った頃は朝早 く
行 ってね,番 号 を とるわけ。番号 をとって並 ん
ど くで しょ。 自分た ちで勝 手 に,早 く行 った順
番 にね,番 号 札 ちゅ うの を作 って るん です よ。
ほいで,そ の 「あんた,今 日は30番や」 とか,
「はい50番」 とか ちゅうて 並んだ 人 に 渡 しと
く。で,職 安 が来て,今 日は30人しか就労で き
ません よちゅ うた ら,30番までの人 しか仕事 に
行 かれん わけ。 この後 は番号札 もっとって も仕
事がないわけ。いわゆ るアブレね。そ してア ブ
レて帰 るわけ。就労 の人数 は日によって変 わ る
か ら,ア ブ レも日によって変わ るわけ。
就 労人数 が日によって変 わるとい うのはね,
今考 えた ら不思議 でたまらんの よね 。まだはっ
き りした失業対策事業 ってい うものが出来 てい
なか ったか らか。当時 の就労者た ちの中には事
業 について良 く知 ってい る者 はあん ま りいなか
った もんね0私 らには様子がぜんぜんわか らん
もん。ただ もう向 こうの言 いな りじゃないプ職
安 が言 うの と,事 業主体 が言 うの とね。言 うな
りに私 た ちは動 いて きた。
11)レ ッ ド・パー ジ組 との出会 い
しか し,その うち色 んな ことが わか ってね,わ
か るってい うのは教 えて もらってね。 レ ッ ド・
パ・一ジな どで排 除 された労働運動経験者が失対
に入 って きたんです よね。彼 らは共産 党で も戦
後 入った人 が多 いん じゃない。 まだ若 い18歳く
らい とかな。まあ大村 さん(大村優氏,建設一般
全 日自労田川 支部委 員長)た ちは復員 して帰 っ
て きてやけねえ ……,そ うだ と思 います けどね 。
レ ッ ド・パー ジ組が失対 に入 って きて も,私
には抵抗はなかった。ああ,こ の人た ちが言 う
とることが本 当やが思 うて。 だか ら自分か ら逃
げ るちゅうことはせいへんかった。 しか し,現
場 には,ぞ りゃ,あ んた,右 翼 なんかお るし,
暴力団 なんかあ った し,… …共産党への反発 は
あったね。 そして,年 寄 りの人 たちはや は り拒
んだね。私た ちは まだ若かったし,引 き揚げて
きているしね。で,あ の,大 連で もソ連 の経営
す る仕事場 にお った し,で,も う仕事場で も色
んな楽 しい雰囲気 を作 らしていったわけよね,
ソ連 の方が。土曜の夜 なんか,や っぱし,み ん
なが集 まってね,歌 をうた った り,劇 をしてみ
せ るわけ。 こん な もんか なあと思 ってね。 ソ連
が共産主義 の国 とい うことは当時知 らなか った
みたい。日本 に帰 って きて,そ のことを知 って,
ははん,ほ いで働 く者 には良かったんだなあ,
とい うことよo
.ソ連 が 共産 主義(ρ国だ ちゅうのを 知 ったん
は,や っぱ り一般失対 に入 ってか らじゃない。
共産党員た ちが入 って きて……。で,色 んな本
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読 め,読 めて,こ う広畑 さんで も貸 して くれ る
もんでね。 どこが良 かった とか,何 とかかん と
か。 日本 で もこうや ったなあ,と 思 ってね。随
分,戦 時中にはね,拷 問受 けて,な にした党や
なあ思 うてね。 戦争反対 してみん なぶ ち込 まれ
ていっ ちょるか らね。失対 に入 ってそ うい うこ
とがわか り出 した。 それ までぜ んぜん知 らなか
った。
昭和25年頃の失対 に も,共 産党員が1人 か2
人はお ったんでない。 広畑 さんたちはそ うや
と思 うね。私 た ちに太貸 した り,何 か した りし
て,色 んな こと話 を聞かせた りね。で,そ の中
で ソ連 の話や ら色んな話 をして くれるのよね。
広畑 きんが恩人 やね,私 た ちには。
広畑 さんてね,若 い人 でまだ私 よ りも若か っ
たみたい。広畑 さんの後,そ れか ら色ん な入が
入って きた しね 。ああ,あ の人 も党員か な,こ
の人 もかな,と 思 って見 てたわけよね。 そうい
う人た ちは,こ う,す ぐま とまって話 をしてい
たか らね。 その頃の時分 はね,あ あこの人 もや
な,あ の人 もやなって思 ってただ けで……。 ど
ん どん入 ってきてね。
12)組合と生きた日々 ① ハンス トの
思い出
昭和27年頃か ら組合が どんどんしっか りして
くるわけ。テンポが早かったね,良 くなるのが
ね。当時の組合活動は毎日毎 日が闘いの明け暮
れでしょう。年末の座 り込みとかね,手 当てよ
こせとか,モ チ代よこせとかいう時には。 ビラ
の配付 というの もあったけどね,そ の当時はあ
んまり多 くなかったのではない。 まだ組合の
財政 も低かったしね。だか らどちらかというと
座 り込み とかデモとか身体 を動かす方が多かっ
たね,毎 晩のようにね。私は年末のモチ代 よこ
せ闘争の時ハンス トもやったもんね。何年頃や
ったか,そ れが憶 えんのよね。その前の年にも
やったんよね。で,今年はどうで も私 もさして
くれって組合に言 ったら,ひ ょっとのことがあ
った時は大変だから,子供が夜おるからと言 っ
てねジま,そ の,兄弟の許可をもらいたいちゅ
うことでね,執 行部がそう言 うてね。山本正行
さんやなかったかな,そ の当時。今の山本書記
長のお父 さん。 その当時 まだ 山本 のケン ちゃん
が高校生 やった と思 うわ。
ハ ンス トは4日 間や ったのね。皆 んな真剣 に
な っていたわね。ほ ら,戦 争 には もうコ リゴ リ
で しょう。戦争 に反対 したのは 日本共産党 だち
ゅうことで しょう。 それでね,も うこの人 た ち
の言 うこ とには聞違 いないわ ちゅ うことで…。
当時 の執行部は共産党でない人 も2～3人 は
いたが,大 半は共産 党で しょ。当時 は執行委 員
の数 はあま り沢 山はいなかった と思 うね 。あの
当時,ま だ組合長 とか情宣部長 とか呼ん でいた
もんね。その他,書 記長,副 組合長,財 政部 長
な どで そん なに多 くなか った。それにまだ組合
事務所が なか った もんね。
ハ ンス トに参加す る気 にな ったのは,そ うね,
や っぱ り生活の問題 と皆んなが一生懸命 にな っ
て いたか らかな。戦 術 としてハ ンス トをす ると
い うこ とにな った ら,私 も若 かったか らゴ参加
させて くれ ちゅ うのがほん とやないかな と思 っ
たん よ。ほんで兄 貴か ら許可書 をもろ うて,仮
に生命 に何があ って も子供の ことは心配 せんで
もええ と言われて。それ を執行部 に出 して,で,
よか って言 って,で,ハ ンス トに入 った。場 所
は昔 の市役所の ほ うや った きね。
前の年のハ ンス トに も女の人 が入 っ とったか
ら,私 が初 めて とい うわけ じゃないわね 。私 と
一緒 にハ ンス トに入 ったのは5人 ぐらいや った
か な。私の他は男の人。それで,お 腹す いて き
つかの は1日,2日 目だね,そ の後 は も う慣 れ
たね。そいでハ ンス トを解 いたのはね,暮 れの
30日の 日や ったね。
そのハ ンス トで越年手当てはなんぼか上が っ
たん じゃない。 これ以上ハ ンス トを続 けていた
らね,皆 んなの 目が事業主体 に向 くん じゃな く
て,ハ ンス トの人 に 目が向いて しもうてね,か
わいそ うだか ら,も うこれでの もうや,の もう
や って こうなってい くわけよ。 闘 うちゅ うの じ
ゃな く。私 なんか もう,エ ーイ,正 月返 上 して
どん とこい ちゅ うことでやろ うちゅ うこ とにな
っ とったわ けよね。そ うした ら,そ の30日の夜
皆んな集 めて,こ こまで出たが,ど うす るか ち
ゅ うた ら,ハ ンス トの人 た ちがか わいそ うやか
ら,も うこれでの もうやないか ちゅう意見が集
一
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中 した って ことを,後 で話 を聞いたん よね。ほ
んで もう,そ の日でハンス トを解 いて しもうた
わ け。
再婚 した夫 の影響 じゃないか ってaそ の時
は まだ知 って るくらいの話でね。そ うい う仲 じ
ゃなかた しね。 ハ ンス トが終 わってか らやわ。
その当時の執行部 の人 がね,ど うか と言いだ し
て,仲 をと りもつ ことになってし もうたん。
13)組合と生きた日々 ② 女の太腕…
特別失対反対の頃
当時の女性組合 員のなかでは気 の強 いほ うだ
ったかねえ。 もう職安 なんかでね,気 が強 うな
きゃあんな ことは されん しね。 ほい きね,う ち
に帰 ってね,よ う父 か ら言 われた もんね,「おま
え,子 供がお るとに,子 供ほっ といて,よ うそ
ん なこ とば っか り」 ちゅ うて怒 られた。 だか ら
もう「そげ言 いなんな,も う父 ちゃん,あ ん たが
歳 とってか ら住 よい世のなかに しちゃ るか ら」
ちゅ うて。 ほいた ら 「た った今に して こい」 ち
ゆ うて。
父 は失対の組合の幹部が共産 党 ちゅ うことに
も,組 合活動 に もあん ま り抵 抗はないみたいや
ったが,子 供ほた って行 くのがね,困 る もんで。
最後 には もう,あ の子が3歳,4歳 になった ら
ね,も うお前一人行 って くれ って。 もう子供 は
置 い とけって。何時 どこで怪我す るかわか らん
ってね。子供連れて行 きだ した ら,も う機嫌 悪
か った。子供置 い ちょったら もう,ど こで も行
け行 け ちゅ うて言 い よった。
その頃の組合活動 は激 しか ったか らね,うん,
殴 りあいはなか ったけ どね。 とにか く,ほ ら,
職安 は強制的 に繰 りこもうとす るで しょう,失
対 の仕事場 じゃな くて,民 間 の仕事 に。それ に
対 して皆ん なが抵抗 す るん よね。それが,そ の
失対 の賃金 よ りも下 が って,民 間 に行かんな ら
ん とで しょう。特失(特別失業対策事業 の こと)
がそ うやった もんね 。
一度 ,こ うい うことがあ ったわね。職安の な
かに皆 んなが集 ま る溜 り場が あるん よね,紹 介
す る場 が。 そこに 皆ん なが 入 ってい る わ けよ
ね 。そした らエラソウに課長が来 て,「今か ら繰
りこみ ますか ら,あ んた達 は どうの こうの」言
うたわけ。 そ した ら皆 んなが 厂なんやかね,あ
んた,行 った時 は失対 の賃金 よ りは下が って,
失業 よ りひ どい とは,こ りゃ どうい うことかね」
ちゅ うて,あ ん た,ま あ終 いには,ほ ん とね,
台 の上 にあが って情宣 しよった課長 をひ っぱ り
降ろ してね,む ちゃ くちゃにしちゃた。服 で も
そ うとうあん時 やぶけち ょった もんね,津 田 さ
んのね,ワ イ シャツが。その代わ り,わ た しも
津田 さんの下敷 きになったわね。手 さげ持 ちょ
うで しょう,弁 当入 れた。 でワシ ョイワシ ョイ
とや るで しょう。そん時 は男 を溜 り場 の なか に
入れた ら大 変な ことにな るでし ょう。だか ら男
は全部出て しもうて,女 ばっか りにさせて。執
行部は全部入 り口に立 っ とってね。そ した ら向
こうの職員 も,あ んた,助 けよ うと思 うて入 っ
て来 るじゃない。職員 もなか に入れん わけ,こ
っちの男 も入 れんわけ,じ えん じえん。女だ け
で津田 さん1人 に して。津 田 さんが逃 げ ま くる
の を,ひ っぱっ ちゃ……。
そ うねえ,特 失 が出来 た頃のことやか ら,昭
和30年過 ぎの話。女で も勇 ま しい人 も出 て きた
けん,あ んた。 トロの線路 に座 りこんで トロ出
さん ちゅうよ うな人 も。ほやけ,連 れ こまれ る
ん じゃない皆 んな。やっぱ り怒 りが こ もち ょっ
た もんね。失対 の賃金 よ り下が って仕事 はひど
い とこに強制 的 にや るちゅうことにな ったら,
や っぱ しね え。 失対 の賃金 だって安い のに,そ
れ よ り下が って行 くんだか ら。あん頃 はや っぱ
り……最高 や ったね え。 なん もわか らん と一 生
懸命 にな ってや って。ああ,ほ ん と。
14)組合と生きた日々 ③ 仲間そ して
「なかよし会」のこと
その頃の仲間のつ きあいは皆んな包みか くさ
ず とい うつ きあいね。なかよ し会なんか もね。
みん なそ うや った よ。 ミエ とかなん とか,関 係
ない,関 係ない。今の方 が よっぽど ミエをは り
よ るだね。地 下 タビはいていった らプ ライ ドが
許 さん とか い う人 も出て くるしね。
「なかよ し会」(失対 の組合の居住地域組織)
も最近 になった ら何か選挙のためのあれ に,結
果 そ うなって しまってね。その当時わた し達 は
皆 んな寄 って色んな話 をしよったけど,も う最
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近 は じえん じえん。選挙 のためのなか よし会 作
ってい くよ うなね,集 まるようなね。 しか し,
地域 の問題 とな ったら,炭 坑なんか特 に炭住 の
問題が あるで し ょう。だか らそ うい う問題 を話
す場 を作 った りね。今,松 原の方 はそ うゆ うふ
うな格好 になってい るね。だか ら,な ん にも地
域 の問題 なんかが ない とこで は,や っぱ し,た
だ選挙 の時だ けのね,会 になってい るん じゃな
いかな。だか ら大藪 なんか もう皆んな建 って し
まったで しょうが。今,三 坑 に松原で しょう,
今度 は,炭 住 は。改良住宅が建つのはね 。そん
なんで皆んなでや っぱ し皆んなで団結 して,こ
う要求 しよらん と,い いかげんな もん しか出来
上 が らん とてい うことになってね。そ うい う時
には,た だ失対 の人だ け じゃな くて,緊 就,開
就,特 開 も入 る しね,一 般 の居住者 の人 もね,
これに 入 って や っぱ し や って い ってい るみた
い。 しか し昔 のなか よし会 とは違 うねえ。一 つ
の要求が出て くるじゃない,炭 住の問題 で。そ
んなんで集 まって るんだろ うと思 うけどね。
昔,「なか よし会」でやったよ うな裸のつ きあ
いはな いね。 もうそ うい う形 じゃない もん。 自
分 た ちの 恥 もクソ も こ う出 して 話 をす る とか
ね,い う場 じゃない もんね,も う。
15)組合とそ して職場の今
職場 じゃあね,委 員会 としてはわずかな人間
しかいないじゃない。だから毎 日皆んながそれ
ぞれ自分のね,昨 日はこうやったってしゃべる
でしょうが,だ から大体わかるわけ,ね,お 互
いの家のことが。昨 日は孫が来てこうやった,
ああじゃった,と かね。まあそういう話,今 職
場ではね。
今の,こ うまい小さい職場が昔のなかよし会
と同じなんじゃない。 もう自分 とこにあった問
題をさらけ出して話すから。だから昔の 「なか
よし会」の雰囲気が今は小さな職場で再現 され
ているといえるね。ただ,居住地域が違 うから
地域の生活上の問題 を話すってことにはならな
いね。だからそういう問題 じゃ球た条件がかわ
ってくるけん。
組合の役職は今はなにもやっていないの。以
前やったといっても,いや もう代議員ばっか り。
職場ではもう社保対(社会保障対策担当の係)
の方。皆んながね,病気 したとか何 とかい う時
の手続きとってやるやつ。生活保護の手続 きま
ではよういかん,難 しいもん,あ れ。あれ簡単
にいかんもんね。ただもう,生活保護の基準は
都市によってこうなっとると。それに合わせて
私の賃金はちょっと少ないか ら,よし,そんな
ら福祉の方に行 って交渉せえ,っ て気持ちがお
きるくらいの もんでね。
社保対は最近まで やってたの。'ここは 今年
(1983年)2月に来たっけ,こ め現場にはね。
ここから田川小学校の草取 りに行 くわけ。だか
ら2種やなくて,3種 の仕事。
組合に望むことねえ,組合にねえ,そうねえ。
死ぬまで 働けるような 状況を とっそ 欲 しいな
あ,と思うの。
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